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教科書出版社名（ 日本文教出版 ） 

〇 小学校（ ３ ）年   教科等（ 図画工作 ） 

 

○ 「自ら学ぶ子どもの育成」に向けて、この単元で付けたい力 

（教科等でつけたい力） 

・水彩絵の具の基本的な使い方を知り、組み合わせによる感じ、色の明るさなどが分かる。 

・全体を意識して、表したいことに合わせて表し方を工夫する。 

・形や色に注目して、材料を生かしながらどうように表すか考える。 

・水彩絵の具で試しながら作品を作り出す喜びを味わい、身の回りの物の色や形などについて考え、楽

しく豊かな生活を創造しようとする。 

（学校図書館等の活用でつけたい力） 

・学校図書館で得られる資料を用いて、自分の表したい世界を正確、かつ豊かに表現することが出来

る。 

・学校図書館の資料を読んで、物語等のストーリーについて学び、自分の作品に生かすことが出来る。 

 

○ この単元における学校図書館を活用した情報活用能力の育成に向けて 

●情報収集…学校図書館や地域の図書館の資料、タブレット端末で調べて情報を集める。 

●整理・分析…情報をタブレット端末に整理して自分の考えをまとめる。 

●まとめ・表現・発信…タブレット端末を用いて出来た作品を発表したり、友だちの表現方法の良さに

気づいたりできる。 

 

○ 学習の展開（全６時間）（学校図書館等を活用した時間は☆印） 

第１次 

 

 

色づくり 

・色を作りながら七色の紙を作る。 

第２次☆ 

 

 

☆海の生き物を描こう 

・海遊館を思い出して生き物を描く。 

・図鑑を見て、周りの生き物を描く。 

第３次 

 

 

 

☆生き物を動かしてストーリーを作ろう 

・作った生き物の配置を考えて、４コマの写真を iPad で撮る。 

・パワーポイントで４コマのストーリーを動かして発表会をする。 

 

単
元
名 ゆかいな海の世界を描こう 

 



（本時３／６時） 

☆学校図書館等活用（本時）の学習  

本時のねらい 

・海の生き物について知り、動きのある配置を考える 

 

学習展開 

時間 

(分) 
主な学習活動  指導上の留意点 

５ 

 

 

 

２５ 

１.前時を振り返り、本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２．集めた資料を参考にしながら海の生き物や周りの背景

等を描く。 

・生き物の大小や上下の空間を生かして描く。 

・進む方向や目の動きなども工夫する。 

 

 

 

 

 

 

・色を生かすために縦横を

考慮して描かせる。 

集めた資料を基に生き物を

正確に描く 

 

１０ 

 

 

 

５ 

３．描いた生き物を切り抜き、動きを考える。 

・配置を変えながら、自分の表した世界に近づける。 

 

４．振り返り 

自分や友だちの作った形の良さ、面白さを伝え合う。 

 

 

これまで読んだ本のストーリ

ーを参考に配置を考える 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真は個人情報が含まれていな

い 

ものに限る。また、イラスト等は

許諾 

確認をしたものに限る。 

調べたことをもとに海の生き物を描こう 

図書館活用 

ポイント 

図書館活用 

ポイント 


